
＜校務利用＞③学校運営にかかわる業務の支援 校務での生成AIの有効的な活用とユースケース創出

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

校務で活
用する

有効なプ
ロセス

日常的に生成AIを活用した校務DX事例が出てきていない中、生成AIの活用による改善インパクトが高い校務での
効果的なユースケースを創出することで、アウトプットをすぐに仕事で使える精度の高い校務DX事例を目指した。

趣旨
目的

①改善インパクトが高い校務において生成AIの活用で作業効率の改善や業務品質が向上するユースケースを特定。
②業務改善に繋がる有効な生成AIの利用方法や利用までのプロセスを設計。
③上記をもとに全国の学校・教職員が汎用的に生成AIを使った校務DXを実現できるパッケージを作成。

業務フロー
の整理

条件の
言語化

インプットデー
タの準備

プロンプト
設計

生成AIの効果的な活用方法の検証業務分析

日常業務の棚卸し 負担業務の評価

取り組み
概要

八丈島町の小学校・中学校の教員4名を有志で募集し、合計15回の研究会を実施した。
高負荷業務を抽出し、実際に生成AIを利用しながら利用方法の研究を行った。

「研修レポート作成・学習指導案作成・時間割作成・表記便覧を用いた文章の校閲」の効果的な利用方法を特定。

成果

活用業務

改善インパクトが高い業務を抽出

インパクトが高い業務で生成AIを活用することが重要

業務特性で生成AIの利用がより負担になる場合がある

業務を言語化し、生成AIの生成に必要な条件を具体化することで
複雑な業務も高い完成度のアウトプットが可能

生成AIの出力を制御するためのプロンプトの構造の設計を行い
出力結果の精度を高める

ユースケースまとめ
（具体的な活用方法）

ユースケースまとめ：https://drive.google.com/file/d/1k3MjAg56LLBpyE60IZwnwudeXQ4by-kQ/view?usp=sharing
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様式Ⅲ-A1

技術科の学習指導案作成において、作成効率を向上させるとともに、

新たな指導計画や授業のアイデアを生み出すことを目的として、生成AIを活用した指導案の作成に取り組んだ。

実施内容

利用モデル：GPT-4o

＜学習指導案の活用範囲＞

学習指導案の単元（題材）の指導計画と各学習範囲における評価計画を

生成AIを活用し作成。

（６.単元(題材)の指導計画と評価計画８.本時(全○時間中の第□時)）

作業時間約90分→約30分
基本プロンプトがある場合、担当教員が期待する約6〜8割の完成度で出力が
でき、出力結果を元に作成することで、作業効率が改善。

概要

・発生頻度は多くないが、豊富
な実務経験が必要であり、比較
的作業時間が長い

・学習指導要領などの多様な情
報を元に、既定フォーマットで
の作成が必要

・解釈の幅が広く抽象度の高い指示を与えられた場合、評価基準「ウ．本
体的に学ぶ姿勢」における生成AIの出力にばらつきが生じることを確認。
・どの教科でも利用でき、より効果的に業務の改善に繋がる汎用性のある
プロンプト設計の必要性を確認。

※一部抜粋（評価計画の業務分析のみ記載）

業務

ステップ
作業内容 業務完了基準

業務で必要な観点
（品質基準・重要事項等）

単元（題

材）の指

導計画と

評価計画

の設定を

する

⑴

単元（題

材）におけ

る指導計画

を設計

（目標、学

習内容・学

習活動）

・学びが深まるような内容

や順序になっているか（上

記の要素と項目の関係の流

れになっているか）

・各回の授業内容が連続し

て理解を深められるように

工夫し、段階的な学びにな

っている状態

・3年間の年間計画を基に指導

計画ができているか

・年間計画において重すぎる

時数になっていないか

⑵

単元（題

材）におけ

る評価計画

を設計

・評価計画と評価方法につ

いて記述できている

・指導に生かす評価と記録

に残す評価かが明確になっ

ているか

・1回の授業での評価数が

多くないか。（1授業につ

き1～2程度）

・3つの観点（知識・技能、思

考・判断・表現、主体的に学

習に取り組む態度）が含まれ

ている。

・各項目が一定の基準で一貫

性を担保している

⑶

各単元（題

材）で設定

した学習目

標の達成度

を評価する

ための具体

的な方法を

考案

・各授業の学習目標に対し

て、評価段階（評価レベ

ル）が明確になっている

・各授業目標において、評

価段階を測定する方法が明

確になっている

・A~Cの3段階で評価する

・多面的な方法で評価ができ

ている（テストだけでは無く、

ワークシートの記述や発表内

容など）

・レポートの作成や論述とい

った知識技能を活用する場面

を設定するなど言語能力を高

める学習活動も重視している

か

日常業務の棚卸し・負担業務の評価

業務フローの整理

作業内容の言語化

STEP1

STEP2

業務特性

プロンプトの具体性を高めるために
業務を構造的に言語化し整理

活用事例１：学習指導案作成



1.題材の評価規準

-ア・イ・ウの評価観点は、A・B・Cの３段階の達成度で評価を行う

-この評価基準は学習指導要領に基づいている。

-評価観点

ア.知識・技能

①製作に必要な図をかき、安全・適切な製作や検査・点検等ができる

技能を身に付けている。

イ思考・判断・表現

①問題を見いだして課題を設定し、試作等を通じて解決策を具体化す

る力を身に付けている。

②課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正する力を身に付け

ている。

ウ主体的に学習に取り組む態度

①よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決

に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりしようとしている。

-ウについての注意事項

評価方法：毎時の振り返りカードの記述を基に評価

評価の観点：課題解決に本体的に取り組む様子

目標達成に向けた自己調整の姿勢・・・・・・・

＜プロンプト骨子＞

#実施して欲しいこと

##指導計画の出力形式

###指導計画作成のための情報

1.題材の評価規準

2.評価材料

3.総合計時間

4.題材の内容

5.既習事項

###その他の配慮事項
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様式Ⅲ-A1

時間 目標 学習内容・学習活動
評価方法

（材質の評価規準を参照）

1

題材の概要をわかり

やすく、身近な生活

の点に気づく

-単元の導入（ねらいの確認、学習の流れの説明）

-身近な生活の中にある問題点を探し、共有する

-グループや個人でアイデア交換を行う

-振り返りカードの記入（ウの視点での）自己評価

は行うが，この時間は評価対象外）

なし（振り返りカードは

記入のみ）

2

が解決したい課題を

設定し、解決策のア

イデアを提案する

-課題設定：自分の身の周りで改善したい点を明確

化する

-解決策のアイデア出し：実現可能性・材料などを

考えたアイデア

-ワークシートへ課題と解決策を書き込む

-振り返りカード記入

イ(1)の評価

（ワークシートにおける

課題設定・解決策の具体

化）

3

3DCADの基本操作を

理解する、設計の基

礎を身につける

- 3DCADソフトの基本的な操作方法（平面スケッチ

→立体化など）の説明・実践

-簡単なモデルを作成し、ソフトの操作に見通し

-振り返りカードの記入（ウの視点での自己評価は

行うが，この時間は評価対象外）

なし

4 3DCADを使って製

品の試作を行う、

挑戦の過程をデザ

インを振り返る

- 3DCADで試作デザインを行う（形状・寸法・部

品量など）

-グループや教員との対話で改善点を考える

-振り返りカードに「デザインの工夫点・悩み・改

善案」などを書き込む

ウの評価

（振り返りカードの内

容：本体的な取り組

み・継続強さ・学んだ

ことの社会や生活への

応用意識など）

※プロンプト内容を一部抜粋（評価計画の業務分析のみ記載）

◎各評価を見る（ア・イ・ウ）のABC到達基準（例）
ウ（主体的に学ぶ態度）

「よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に向

き合って、振り返って改善したりしようとしている」と言う、毎時および最終の振

り返りカードの記述・変化から選んで評価

A：毎回の振り返りで学んだ内容や社会・生活への応用を意識した記述があり、粘

り強く自己調整を図る姿勢をとるとこが高い。・・・・・・

言語化された業務フローと条件を
元にプロンプトの骨子を作成

（指導計画・評価計画に必要な要
素を整理）

必要情報をプロンプトに網羅的に含め、ワンショットでの出力を目指した。

具体的な情報でプロンプトを構造
的に設計することで、出力の精度

を高める

プロンプト 出力結果

具体性の高い学習内容が生成
（具体的な情報を入力した結果）

学習内容に沿った
評価方法が提示された

各評価項目の評価基準に合わせた
評価例を提示

インプットデータの準備

プロンプト設計

STEP3

STEP4
利用モデル： GPT-4o

プロンプトを構造的かつ具体的に
設計することで出力精度を制御



＜校務利用＞③学校運営にかかわる業務の支援 校務での生成AIの有効的な活用とユースケース創出

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

教員が研修で学んだ情報や日頃の業務での自身の学びを校内で共有する研究レポートについて、

レポートの作成に必要な情報の整理やレポート文章を生成AIを用いて作成し、レポートの内容の品質向上と作成

時間の効率化を目指した。

様式Ⅲ-A1

実施内容

利用モデル： GPT-4o

参加した研修や日々の業務で得られた教員の知識・学び・気づきを他の教
員と共有することで、学校全体の運営をより良いものにすることを目的に
作成しているレポートを生成AIを活用して作成。

レポート作成に必要な資料や情報を生成AIに入力し、対話を重ねながら作成
することで、要点が整理され、1,000〜1,500文字のレポートを高い精度で構

成・執筆できるようになった。これにより、内容の質を維持しながら作成時
間の大幅な短縮が実現できた。

概要

・発生頻度は多くないが、参考
情報や資料の要約やテーマの設
定、文章作成に比較的作業時間
が必要

・生成AIの活用方法やプロンプトがタスクごとにかなり違うため、
現在はタスクごとに分けてプロンプトを走らせているが、今後は
AIエージェントとして1プロセスに統合できる可能性がある。
・RAGなど検索機能とうまく連動させる、上位のモデルを活用するなど
すると下調べの精度はさらに高めることができる。 ※一部抜粋（評価計画の範囲のみ記載）

業務フローの整理

作業内容の言語化

STEP1

STEP2

業務特性

プロンプトの具体性を高めるために
レポートの構成や作成条件を言語化

業務ステップ 業務タスク 作業内容
業務完了基準

（品質基準・重要事項等）

テーマ決定

1 テーマを集める

書きたい内容、職員室で話題になっ

たこと、研究の進捗状況などから書

くべきテーマを出す。

１つ以上テーマがある。

2
優先順位付けのルー

ル決め

①話題性②活用のしやすさ③内容

の難易度④緊急性？

優先順位をつける評価観点と評

点が決まる。

3 テーマの決定

複数のテーマについて比較・検討

（評価）し、最も書くべきテーマを

選択する。

最も優先順位が高いテーマが決

まる。

下調べ 4 関連資料を読む
テーマに関する情報を書籍やインタ

ーネットから集めて読む
書くべき内容が整理できた。

文章構成づくり

5
共有したい内容を書

き出す

共有したい内容を3〜5つ程度に分け

る。

共有したい内容が書き出せてい

る。

6 構成案を決める 順番と小見出しなどを決める
順番と各パラグラフのタイトル

（小見出し）が決まる。

文章作成

7 導入部を書く

日常の業務とのつながりや、この記

事をよむ利点についてつながるよう

な内容を書く。例〇〇で困ったこと

はありませんか？

100字〜150字程度の文章ができ

る。

8 本文を書く
4の共有したい内容に基づいて文章

を作成する。

400字〜の800字程度の文章がで

きる。

9 まとめを書く
この通信で最も伝えたい内容につい

て記述した文章を作成する。
100字以内の文章ができる。

10 タイトル決定
○○○な話という形でタイトルを作成

する。

11 参考文献を書く
使用した書籍やサイトのURLを記載

する。

活用事例２：研修・研究レポートの作成

日常業務の棚卸し・負担業務の評価



#ミッション

以下の##資料を元に文章を書いてください

##資料

添付した画像

##導入部文章作成のルール

-文字量は100文字程度

-文章の文末表現は「〜です。」「〜ます。」などの敬体で書くこと。

-最初の文はユーモアのある文で書くこと。

-2文目からは「さて、」から始めて、テーマに関連する内容を書き出してく

ださい。

##本文部分証作成のルール

-文字量は1000文字〜1500文字程度。

##まとめ部文章作成のルール

-文字量は100字以内。

-本文部の内容を踏まえて、内容を要約する。

-読者がやってみたい。と思えるような「〇〇してみませんか？」「〇〇は

どうですか？」などの文末表現にしてください。

##生成までの手順

1.生成AIは###利用者への質問の内容を利用者に聞いてください。

2.生成AIは利用者への質問の回答内容をふまえて各部分（導入部、本文部、

まとめ部）の文章について順番に提案してください。

3.十分かどうかを利用者に確認し、文章を変更してほしい意向があった場合

には、文章を訂正してください。

4.利用者が納得するまで2の工程を続けてください。

###利用者への質問

1.特に読者にわかってほしいことはなんですか？

2.実践のしやすさを優先しますか？それとも理論などの内容を理解に重きを置きま

すか？

3.本文は、ステップバイステップ方式にしますか？それとも関連性を持たせる程度

にしますか？
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様式Ⅲ-A1

出力形式を具体的に指定

プロンプト 出力結果

インプットデータの準備

プロンプト設計

STEP3

STEP4
利用モデル： GPT-4o

参考資料を元に教員が指示した構成観点で
研究レポートを高い精度で出力

各部の一貫性
を保持するた
めに、作成手
順を具体的に
指示

※一部抜粋

出力精度や出力結果のブレを防止するた
めに生成AIに作成手順に沿って質問を行
うように指示し、対話的に作成
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様式Ⅲ-A1

複数クラスの週次時間割の作成は、多くの制約条件を総合的に考慮しながら各教員との調整が発生するため担当

の負荷が高く、生成AIを活用して作成効率の改善を目指した。

実施内容

利用モデル： GPT-4o

各学年の授業科目や教員の担当状況、教室の利用状況、特別活動の時間な
ど、多くの制約条件を考慮して作成している3学年2クラス分の週次時間割
を、生成AIを活用し作成。

・スプレッドシート上で、手動で複数条件を考慮しながら各教員と調整し作
成していたが、条件を生成AIに入力するだけで瞬時に出力ができた。

概要

・発生頻度は多く、様々な条件
を考慮しながら、各教員と調整
を行い作成するため、担当教員
は負担を感じやすい

・指示した条件が考慮されていない（同学年で担任被り、体育や音楽など

で教室被りの発生など）出力になる場合もあり、条件の整理や精緻化を
行うことで、出力精度を高めていくことが必要。

・月間や年間など時間スケールを大きくした場合の条件の整理や出力精度
の向上が必要。

業務フローの整理

作業内容の言語化

STEP1

STEP2

業務特性

時間割を決める要素の棚卸しが重要
暗黙知情報を言語化し整理

時間割決定の要素 補足

教科 ー

教員の担当教科 ー

教員の教科ごとの人数 ー

時間割のコマ数 ー

教科外授業

基本的に担任が担当（道徳・総合・学活）

・道徳→全学年同じ時間（全ての学年で週に1コマ）

・学活→学年ごとに同じ時間（全ての学年で週に1コマ）

・総合→全学年同じ時間

・1年生は週に1.3コマ、2,3年生は週に2コマ

教科ごとの利用可能な教室数

理科・技術・家庭科・体育・音楽

1人の教員のみ在籍する場合は基本1つの教室で充足

理科室1技術室1 家庭科室 1 体育館 1 音楽室 1

学校行事の年間のコマ割り当て
行事・イベントの時期などの考慮が必要

昨年ベース：約80時間/年※学年ごとにやや異なる

独自ルール

・1人の先生が1日の中でXコマ連続で授業はしない

・科目特性に合わせたコマの設定

・音楽は月曜日の朝に入れない

・体育や技術など教室移動が必要な教科を考慮

・1日に履修する科目数は１教科まで

先生の休暇 ー

学年・教科ごとの必要授業時数（年間） ー

学年・教科ごとの必要授業時数（週） ー

年間の学校全体での授業時数 ー

学年・教科ごとの消費授業時数（年間） ー

学年・教科ごとの消費授業時数（週） ー

活用事例３：時間割の作成

日常業務の棚卸し・負担業務の評価



# **最適な1週間の時間割を作成してください** 

## ** 目標**

以下の制約を厳密に満たしながら、中学校の1週間の時間割を最適に作成してください。
各クラス・各科目のコマ割りを **CSP（制約充足問題）として考慮し、可能な限り制
約を満たした解を求めてください**。
また、ILP（整数線形計画）の考え方を利用し、線形制約を考慮しながら時間割を最適
化してください。

## ** 必要データ**

### **①教科・担当教員・教室**

"[

{

""subject_id"": ""J101"", // 教科ID（国語）
""subject_name"": ""国語"", // 教科名
""teacher"": { 

""teacher_id"": ""T001"", // 教員ID

""teacher_name"": ""佐藤太郎"", // 担当教員名
""grade"": [1, 2, 3], // 担当学年（1～3年）
""role"": ""主任"" // 役職

},

""classroom"": null // 教室なし（通常の教室を使用）
},

{

""subject_id"": ""J102"", // 教科ID（数学）
""subject_name"": ""数学"",

""teacher"": { 

""teacher_id"": ""T002"",

""teacher_name"": ""田中花子"",

""grade"": [1, 2, 3],

""role"": ""主任""

},

""classroom"": null // 教室なし
},

＜校務利用＞③学校運営にかかわる業務の支援 校務での生成AIの有効的な活用とユースケース創出

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

プロンプト 出力結果

インプットデータの準備

プロンプト設計

STEP3

STEP4
利用モデル： GPT-4o

３学年×２クラスの週次時間割の出力に成功
各学年のクラス別に各曜日の教科・教科担当・教室割を作成

時間割 1A 1B 2A 2B 3A 3B

月 1限 数学(田中) [101] 英語(井上) [102] 国語(佐藤) [103] 理科(鈴木) [理科

室]

社会(高橋) [104] 体育(山本) [体育

館]

月 2限 英語(井上) [102] 数学(田中) [101] 理科(鈴木) [理科

室]

国語(佐藤) [103] 体育(山本) [体育

館]

社会(高橋) [104]

月 3限 理科(鈴木) [理科

室]

社会(高橋) [104] 体育(山本) [体育

館]

英語(井上) [102] 国語(佐藤) [103] 数学(田中) [101]

月 4限 体育(山本) [体育

館]

理科(鈴木) [理科

室]

社会(高橋) [104] 数学(田中) [101] 英語(井上) [102] 国語(佐藤) [103]

月 5限 道徳(担任) [HR] 道徳(担任) [HR] 道徳(担任) [HR] 道徳(担任) [HR] 道徳(担任) [HR] 道徳(担任) [HR]

月 6限 音楽(小林) [音楽

室]

家庭科(藤井) [家

庭科室]

数学(田中) [101] 理科(鈴木) [理科

室]

国語(佐藤) [103] 英語(井上) [102]

火 1限 国語(佐藤) [103] 理科(鈴木) [理科

室]

数学(田中) [101] 社会(高橋) [104] 英語(井上) [102] 美術(松本) [105]

火 2限 社会(高橋) [104] 音楽(小林) [音楽

室]

英語(井上) [102] 数学(田中) [101] 理科(鈴木) [理科

室]

技術(山田) [技術

室]

火 3限 技術(山田) [技術

室]

国語(佐藤) [103] 理科(鈴木) [理科

室]

体育(山本) [体育

館]

社会(高橋) [104] 美術(松本) [105]

火 4限 英語(井上) [102] 社会(高橋) [104] 数学(田中) [101] 美術(松本) [105] 体育(山本) [体育

館]

理科(鈴木) [理科

室]

火 5限 総合(担任) [多目

的室]

総合(担任) [多目

的室]

総合(担任) [多目

的室]

総合(担任) [多目

的室]

総合(担任) [多目

的室]

総合(担任) 

[多目的室]

火 6限 家庭科(藤井) [家

庭科室]

音楽(小林) [音楽

室]

国語(佐藤) [103] 数学(田中) [101] 理科(鈴木) [理科

室]

英語(井上) [102]

水 1限 体育(山本) [体育

館]

技術(山田) [技術

室]

美術(松本) [105] 音楽(小林) [音楽

室]

数学(田中) [101] 国語(佐藤) [103]

水 2限 音楽(小林) [音楽

室]

国語(佐藤) [103] 社会(高橋) [104] 体育(山本) [体育

館]

英語(井上) [102] 理科(鈴木) [理科

室]

水 3限 数学(田中) [101] 体育(山本) [体育

館]

国語(佐藤) [103] 英語(井上) [102] 社会(高橋) [104] 音楽(小林) [音楽

室]

水 4限 理科(鈴木) [理科

室]

社会(高橋) [104] 数学(田中) [101] 体育(山本) [体育

館]

国語(佐藤) [103] 技術(山田) [技術

室]

水 5限 学活(担任) [HR] 学活(担任) [HR] 学活(担任) [HR] 学活(担任) [HR] 学活(担任) [HR] 学活(担任) [HR]

水 6限 技術(山田) [技術

室]

英語(井上) [102] 社会(高橋) [104] 国語(佐藤) [103] 数学(田中) [101] 体育(山本) [体育

館]

木 1限 数学(田中) [101] 英語(井上) [102] 国語(佐藤) [103] 理科(鈴木) [理科

室]

社会(高橋) [104] 体育(山本) [体育

館]

木 2限 英語(井上) [102] 数学(田中) [101] 理科(鈴木) [理科

室]

国語(佐藤) [103] 体育(山本) [体育

館]

社会(高橋) [104]

JSON形式でプロンプトを作成

・多数の条件をシンプルな構造
データとして扱うことで直接
的に生成AIへの指示が可能

（生成AIの誤認による出力を防止）

・条件変更などが発生した際に
パラメーターの変更を行うだ

けで、プロンプトの再利用が

可能（保守運用が容易）

言語化した要素を元に構造的なプロンプトを設計
プロンプトの各項目に実際の条件パラメータを入力



＜校務利用＞ ⑤その他 教員の生成AIの基本的なリテラシー向上を目的とした研修

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

校務における生成AIの多様な活用が促進されている中で、生成AIに触れている教員とそうでない教員との間で、

生成AIに関する基本的なリテラシー差が開いてきていることが課題と認識。

教員全般を対象に生成AIの利用における基本的なリテラシーの向上のための研修を実施した。

趣旨
目的

取り組み
概要

八丈島内の小中学校の教員33名を対象に、外部講師を招き生成AIに関する体験型の研修を実施した。

研修では、①生成AIを取り巻く概況や実際の校務での活用事例、生成AIの有効な活用方法についての講義の後、

②実際の校務への生成AI活用を体験。③体験を踏まえた意見交換を行うグループワークを通して、具体的な生

成AIの利用機会や利用における課題について学んだ。

成果

研修概要

研修後のアンケートでは、研修の満足度は高く、参加者全員が生成AIの利用イメージに繋がったと回答する結果

となった。また、参加者間でのグループワークでは生成AI利用の利用機会について多くの意見が出た。

①生成AIの
基本講義

生成AIの基本的な仕組みやリスク

の理解と活用事例を知る

②実践体験
各自の校務における生成AI活用に挑戦

（画像・文章共に生成）

③グループ
ワーク

実際に生成AIを活用してみた上で、

具体的な利用機会や課題を

参加者間で意見交換

Q.研修を通じて、生成AIの業務への実
際の活用イメージに繋がりましたか

活用イメージに

繋がった
100%

非常に繋がった
70%

まあまあ繋がった
30%

Q.1.研修を通じて、生成AIの利活用に関
して理解を深めることができましたか

生成AIの活用の

理解できた
100%

まあまあ理解できた
10%

とても理解できた
90%



＜校務利用＞ ⑤その他 教員の生成AIの基本的なリテラシー向上を目的とした研修

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

学校で使え
そうな場面

学校で使う
上での課題
や懸念

・指導案の作成
・報告書の添削
・指導要領などの公文書の要約
・保護者への通知文の作成
・業務工程やスケジュールの作成
・小テスト作成（生徒の学習状況
に合ったテストの作成）

・学級通信やお便りの作成

・言語指示をイラスト化し視覚支
援を行う

・授業で生徒のイメージや理解を
促進する画像の作成

・クラスTシャツのマスコット作成

・委員会などで生徒主体で企画立
案を行う際にアイデア出しで使
用する
・部活動でパフォーマンスを高め
るためのアイデアの相談
・新しい授業のアイデア創発
・プレゼンや講話などの企画・骨
子の作成

生成AIの導入予算

利用者（教員と生徒）の
AIリテラシー向上

情報の取扱い
（情報漏洩やプライバシー
ガイドラインの周知など）

＜グループワークで出た意見＞

ハルシネーション対策

多用による思考力など
の能力低下

文章生成 画像生成相談・企画

参加した
教員の声

ハード面 ソフト面

対生徒・教員 対生徒 対行政

・今後、全教員が使えないと意味がないと思うので希望者だけでなく悉皆研修として行ってほしいと思う。
・民間企業と連携することで、生成AIの発達スピードに驚かされ、刺激を受けた。
・教員のリテラシーの向上が必要と感じているため、普及・啓発活動に努めていただける嬉しい。
・今後、自分がどのようにAIと向き合っていけばよいかを具体的にイメージできる、素晴らしい研修であった。

制度・環境整備と利用者リテラシー向上の意見が多数



＜教育利用＞ ②生成AIを活用したオリジナルWEBサイト制作

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B1

中学2年生の技術科の授業にて、地域の魅力発信を目的にしたオリジナルのWEBサイト制作を実施。生成AIによる個別サポ

ートのもと、限られた学習時間の中で生徒一人ひとりの個別の学習効果の最大化を図りながら、WEBサイトの制作の基本を

学習した。

概要

活用による効果

成 果

・昨年度の反省を活かした生成AIの使い方や注意事項などの計画的な指導ができた。
・生徒一人ひとり個別テーマに沿ったWEBサイトの制作のサポートができた。

授業構成

今後にむけた課題と取り組みの方向性

・生成AIで制作した制作物のクオリティの向上（生成AIの利用スキルの向上）を目指す。
・生徒が技術科の授業時間内に作品を完成できるような授業計画の作成を目指す。

・内容や文章に対して対話による壁打ち

・基本的なレイアウトの制作

ページ構成
企画

生成AIを活用することで、生徒一人ひとりが個別に対話的に
企画を行うことができ、WEB制作の考え方や伝え方などの個
別課題に沿った学習に繋がった。

コンテンツ
制作

・説明動画の内容のアイデア出し
・サイトや説明動画に使用する画像の制作

生成AIを用いて、WEBページ上で八丈島の魅力が伝わるコン
テンツの見せ方などを学び、実際に生成AIでコンテンツを制
作することで、より深いWEB制作の学習ができた。

コード制作
・デザインの変更やフォントの調整など

・コード上のミスの指摘、フィードバック

生徒一人ひとりのコード上の改善点を生成AIが個別でフィー

ドバックすることで、各生徒の企画内容や改善案に沿ったコ
ード制作が可能になり、個別最適な学習に繋がった。

利用モデル：GPT3.5モデル

生成AIの活用場面
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